
 

平成 23 年 11 月 24 日 

筑 波 大 学 

 
「復興・再生支援ネットワーク」の構築について 

 
１．趣旨 

東日本大震災の発生以来、筑波大学は、被災地域の復興・再生に向けた様々な支援活

動に取り組んでいるところですが、この度、これらの活動に一層全学的かつ組織的に取

り組む体制を構築し、復興・再生支援活動の効果的かつ円滑な実施を図ることを目的と

して、「復興・再生支援ネットワーク」を構築することとしました。 
 
２．役割 
（１）復興・再生支援活動に係る連絡調整並びに情報の収集及び共有 
（２）復興・再生支援活動に係る情報発信及び広報活動 
（３）復興・再生支援活動に係る事業の企画立案 
（４）復興・再生支援活動相互の連携及び学外の関係機関との連携 
（５）その他復興・再生支援活動に関し必要な事項 
 
３．支援活動 
 
（１）復興・再生支援活動には、様々な側面から取り組む必要があります。筑波大学では、

「健康・医療」「放射線対策」「防災・まちづくり」など、本学の持つ幅広い学問分野

を活かした支援活動に取り組んでおり、「復興・再生支援ネットワーク」の構築により、

これらの活動の一層の充実を図ります。 
 
（２）復興・再生支援を行うにあたっては、関係自治体との連携・協力の下、被災地の状

況を踏まえて、地域の実情に即した活動を行っていくことが重要です。このため、筑

波大学と関係自治体との協議の下、震災復興に関する連携協定の締結を進めています。 
・平成 23 年 8 月 10 日  福島県いわき市 
・平成 23 年 11 月 21 日 茨城県潮来市 
・今後予定 福島県伊達市、茨城県神栖市、茨城県北茨城市 ほか 
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こころケア・医療支援こころケア・医療支援

防災対策防災対策新エネルギー新エネルギー
産業復興

（農林・漁業・観光）

産業復興
（農林・漁業・観光）

都市計画都市計画環境対策環境対策

放射性核種拡散実態調査
放射性物質除染法研究
土壌・水質・植物等環境へ
の影響調査
放射性物質による作物の影
響評価研究

新エネルギー開発
農業・漁業復興支援
観光復興支援

支援連携自治体
茨城県、つくば市、土浦市、牛久市、常陸大宮市、北茨城市、高萩市、神栖市、潮来市、常総市、常陸太田市、鹿嶋市、稲敷市、
石岡市、桜川市、日立市、東海村、鉾田市、宮城県仙台市、福島県いわき市、伊達市、飯館村、会津若松市、喜多方市、川俣町など

支援連携自治体
茨城県、つくば市、土浦市、牛久市、常陸大宮市、北茨城市、高萩市、神栖市、潮来市、常総市、常陸太田市、鹿嶋市、稲敷市、
石岡市、桜川市、日立市、東海村、鉾田市、宮城県仙台市、福島県いわき市、伊達市、飯館村、会津若松市、喜多方市、川俣町など

事 務 局事 務 局

都市計画（まちづくり）
津波・地盤・土砂災害対策
防災計画・減災対策
復興計画の立案
歴史的街並みの復興
芸術・デザインによる東北
地方復興
地震発生プロセス解明

こころのケア
被災地域での健康支援
被災地域でのスポーツ教室
看護師による健康相談
緊急医療教育体制の基礎
構築

被災地域学生の学習支援
ボランティア活動及び単位
認定

ｽﾎﾟｰﾂ・芸術による復興ｽﾎﾟｰﾂ・芸術による復興

役割
窓口の一元化及び情報収集
情報発信・広報活動(広報室と連携)
新たな支援事業の企画・立案や各支

援事業の連携強化 など

目的
筑波大学の総力を上げて、日本復興・再
生のため、未来を拓く教育・研究・地域貢
献活動に、組織的・戦略的に取り組む

目的
筑波大学の総力を上げて、日本復興・再
生のため、未来を拓く教育・研究・地域貢
献活動に、組織的・戦略的に取り組む

防災・まちづくり防災・まちづくり 健康・医療健康・医療 学生ボランティア学生ボランティア放射線対策放射線対策 新産業創出新産業創出

国 ・ 地 方 自 治 体 など国 ・ 地 方 自 治 体 など


